
 

愛知県高等学校文化連盟美術・工芸専門部展について 
 

 愛知県高等学校文化連盟美術・工芸専門部展は（以下、高文連美工専門部展）、１９８６年、

愛知県内高等学校の文化活動の健全な発展を図ることを目的とした愛知県高等学校文化連盟

（注１）の発足に伴い、１４の専門部の一部門として設立されました。美工専門部の性格上、

生徒作品による展覧会が事業の中心となりました。１９８６年９月、名古屋北支部、同南支部、

尾張支部、知多支部合同で第１回名古屋展（県展）、１９８７年１月、西三河支部、東三河支

部それぞれで第１回地区展を開催しました。 

 当時、既に愛知県造形教育研究会・高校部会（注２）という美術の教員による研究組織が（以

下、愛造研高校部会）「高校生徒美術展」として、名古屋、西三河、東三河３地区で展覧会を

主催していました。高文連美工専門部として三地区で新に会場を探すこと、展覧会を二つ持つ

事への生徒、教員の負担を考え、愛造研高校部会と高文連美工専門部との共催という形で美術

展を開催してきました。当時は、高校での芸術の単位数は４単位ありましたので、各高等学校

等には美術の専任教師も多く配置されており、殆どの美術担当教師が美術部の顧問をしていた

関係で共催という形が円滑にできたと思います。 

 その後、教育課程改訂に際し芸術の必修単位数が３単位から２単位に減単されるに伴い、美

術の専任教師が減る傾向にある中で、美術以外の他教科の先生方が美術部の顧問をされるよう

になり、高文連美工専門部としても転機を迎えることとなりました。愛造研高校部会が１９４

７年から６３年間、造形教育の一環として取り組んできた「高校生徒美術展」（１９８６年か

らは共催）は終了し、２０１０年より「愛知県高等学校文化連盟美術・工芸専門部展」として

名古屋支部展（名古屋北支部、同南支部、尾張支部、知多支部合同）、西三河支部展（西三河

地区）、東三河支部展（東三河地区）の３美術・工芸展を開催します。 

 今年度の展示作品も、歴史と記憶の１頁に加わっていくことでしょう。「高校生」が日々切

磋琢磨し真摯な姿勢で取り組んだ美術・工芸作品の成果をごゆっくりとご鑑賞下さい。 

 

 

（注１）愛知県高等学校文化連盟について 

・１９８５（Ｓ６０） ４月 「高校文化連盟結成準備連絡協議会」発足 

                   ７月 「高校文化連盟設立発起人会」発足 

           １０月 「第１回高校文化連盟設立準備委員会」開催 

                  １２月 設立総会「愛知県高等学校文化連盟設立大会」開催 

・１９８６（Ｓ６１） ７月 「昭和６１年度評議委員会」開催 

              会長 中川 昌三（県立岡崎高校長） 

・１９８７（Ｓ６２） ８月 「第１１回全国高等学校総合文化祭（愛知）」開催 

 

（注２）愛知県高等学校美術・工芸教育研究会（旧愛知県造形教育研究会高校部会）について 

・１９４６（Ｓ２１） ５月 小中学校を中心とした愛知県美術教育連盟結成 

           （愛知県造形教育研究会の母体となるもの） 

・１９４７（Ｓ２２） ５月 小学校図画展覧会（丸栄百貨店） 

・・・第１回展としてここからカウントしていると思われる。   

・１９６０（Ｓ３５）１１月 高校を中心とした愛知県造形教育協会発足 

・１９６３（Ｓ３８）１１月 愛知県美術教育連盟、愛知県造形教育協会共催総会で一体化する。 

・１９７０（Ｓ４５）１２月 東三地区高校生徒美術展開催 

・１９７７（Ｓ５２） １月 西三地区高校生徒美術展開催 

・１９８６（Ｓ６１） ９月 高文連（美術・工芸）展（名古屋展開催）高校生徒美術展と共催 

・１９８７（Ｓ６２） １月 高文連（美術・工芸）展（東三地区展開催）高校生徒美術展と共催 

・１９８７（Ｓ６２） １月 高文連（美術・工芸）展（西三地区展開催）高校生徒美術展と共催 

    ・２０１３（Ｈ２５） ５月 愛知県高等学校美術・工芸教育研究会に改称                  

 


